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	製品名: アセチルヒストンH2B（K12）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab04162
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	応用
	抗原情報
	背景
	H2BFS（H2BヒストンファミリーメンバーS（擬遺伝子））は擬遺伝子です。H2BFSに関連する疾患には、子宮内膜間質肉腫などがあります。関連パスウェイには、テロメア末端のパッケージングがあります。この遺伝子に関連するGOアノテーションには、配列特異的DNA結合とタンパク質ヘテロ二量体形成活性が含まれます。この遺伝子の重要なパラログはHIST1H2BHです。DNAパッケージング、クロマチン構成、クロマチンの組み立てまたは分解、ヌクレオソームの組み立て、防御応答、細菌への応答、クロマチンの組み立て、細胞高分子複合体サブユニットの組み立て、細胞高分子複合体の組み立て、ヌクレオソームの組み立て、細菌への防御応答、高分子複合体サブユニットの組み立て、染色体の組み立て、高分子複合体の組み立て、タンパク質-DNA複合体の組み立て
	研究分野
	タンパク質アセチル化
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	ヒストンH2B（アセチル-Lys12）抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	ヒストンH2B（アセチル-Lys12）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COS7細胞ライセートをTSA 400nMで24時間処理し、ヒストンH2B（アセチル-Lys12）抗体を用いてウェスタンブロット解析を行った。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。

